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地震性信号とは

 岩盤破壊過程で電磁波発生
 →池谷先生、弘原海先生、地震フロンティア

 岩盤に整流作用 (電磁波を直流化 )があ
り

 地電流となる
 →NASA Goddard Dr. Friedmann Freund 　

@IWSE2005
 植物生体電位は地電流を観測している
 →鳥山先生



周波数別地震電磁気現象

出典：電通大



地震性信号の伝播と充放電 -1



地震性信号の伝播と充放電 -2



地震性信号の伝播と充放電 -3



地震性信号の伝播と充放電 -4



樹木で地電流を検地する原理

 樹木の細胞に含まれるNa, Ca, 等電解
質の物質が地電流を検地する

 外的刺激の反作用として電荷を発生する
 微弱な地電流を数mV以上の生体電位と
して増幅作用を起こす

 →鳥山先生の仮説



樹木における非地震性信号

雷雨

枝の伐採

電車、雪

(地上から )

(地上／地下から )

(地下／地上から )



地震性かの判断
 1分以上の充放電カーブ
 気象性要因ないか（降雨、雷等 )
 S/N比１０ｄ B以上



３要素の予測　時期

 発生時期の仮定
 小規模なら先行期間は１週間
 中規模なら先行期間は１週間
 大規模なら先行期間は３週間

 環境防災研究会独自定義

 小規模地震：M=4.0以上 5.0未満
 中規模地震：M=5.0以上 6.0未満
 大規模地震：M=6.0以上



３要素の予測　場所
 異常の極性
 異常出現頻度高：近地
 異常出現頻度低：遠地



３要素の予測　規模

 充放電カーブで囲まれた面積
 電位差： S/N比 10dB以上なら中規模以上
 放電時間： 2時間以上なら大規模



過去の予測実績
ほぼM >6　発生地震

前兆信
号感知

事前予
測発表

結果 備考

2003/05/26 宮城県沖
M 7.0　 60km

○ No × 出勤後のためできず

2003/07/26 宮城県北部
M 6.2　 10km

△ No × 異常波形のみ公表

2003/09/26 釧路沖
M 7.8　 60km

○ Yes △’ 大規模と言得なかった

2004/09/05 紀伊半島沖
M 6.8　 10km

× － － 観測範囲外

2004/10/23 新潟県中越地方
M 6.8　 20km

× － － 観測範囲外

2004/12/06 根室半島南東沖
M 7.0　 50km

○ Yes ◎ 的中

2004/12/14 留萌支庁南部 M 5.8
20km

○ Yes △ ほぼ的中(3日ずれ)

2004/12/22 根室半島南東沖
M 5.7 45km

○ Yes △ ほぼ的中（M =6以上)

2005/02/10 父島近海 M 6.3
10km

○ Yes △ ほぼ的中(1日ずれ)

2005/03/07 八丈沖 M 5.9 ○ Yes × 関東での中規模と予測

05/04/11 千葉県北東部 M 6.1
60km

△ No ×

近々近地で大規模地震が
ありそう、程度の予測。多
方式組合せでは明確に判

断できた

05/07/23 千葉県北西部 M 6.0
73km

○ Yes △ ほぼ的中（M =5.5以下)



観測システム -1



観測システム -2
 簡易型
 1Ch
（Max 5Ch
開発予定 )

 標準型
 8Ch


